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意 見 書 

武庫川流域委員会 委員長 松本 誠 様 

２００６年７月８日 

吉田 博昭 

 

最近の流域委員会では、兵庫県の『ひょうご・人と自然の川づくり基本理念･基本方針』が置き去りに

され、工事実施計画の基本高水４，８００㎥/ｓを是認し、”ダムありき”を前提にした論議が進められて
いるように感じられてなりません。 
第 45 回委員会の「新規ダム建設による環境への影響検討」に関する委員からの意見書に対する回答
を見ると『景観の価値は個人で異なると一蹴』し『自然の復元・動植物への影響・ダム完成後の土砂の

堆積や上流部への影響など解決すべき問題点は、今後の検討課題』となっている他は、裏付けもなく『問

題ないと考えています』の一辺倒で、一人の流域住民として到底受容できる内容ではありません。 
特に、景観・自然の価値は『個人の趣味の世界のような考え方』をされているように受け止められ、

自然の価値を軽視した『ひょうご・人と自然の川づくり基本理念･基本方針』とは相反するものとしか

受け止められません。『ひょうご・人と自然の川づくり基本理念･基本方針』に立ち返ってお考え直し

いただきたい。 
武庫川の歴史を少し振り返っていただければ、宝塚から下流は、枝川が埋め立てられ、河川敷が狭め

られ、経済優先の横断構造物が作られ、河川敷に迫る住宅建設が行われ、本来の流下能力に制約を加え

ていたことは確かなことです。下流域の流下能力を復元するのが本来の総合治水対策であろうと考えま

す。下流住民としてダムが安全を守ってくれるとは到底考えられません。ダムには能力の限界がありま

す。治水安全度の指標である、基本高水も長い論議の末でも絶対正しいと言い切れるには到っていませ

ん。当然ダムの能力以上の降雨もあろうかと思うと、下流域に狭隘部が残っている限り『ダムがあった

が故』災害規模が大きくなる心配が残ります。狭隘部の改修が最優先されなければならないと考えて

います。 
実際に河川整備を実施するには「費用」「技実」に加え「流域住民、特に利害関係者の理解と協力を

得ることは不可欠」で、即時、安直に一定の治水安全を確保するには「ダム建設がもっとも遣り易い」

ことは理解できますが。武庫川百年の治水を考えれば基本に忠実な治水を行うべきです。決して目先の

ことに囚われることなく、川から奪ったものを川に戻すことこそ、武庫川と共存する方法です。『流域

最後の自然を破壊する愚は是非とも避けて欲しい』。 
人の命は地球より重いといいますが、『自然はお金で買えるものではありません』。経済優先の総合治

水からの脱却を期待しています。 
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